
ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成２８年１２月分） 

平成２９年２月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ憲法裁判所によるＲＳの日に関する住

民投票の結果を無効とする判決（１日） 

 ＢＨ憲法裁判所は、同裁判所による「ＲＳの

日に関する法律」に対する違憲判決を根拠に、

ＲＳ国民議会による住民投票の実施を定める

決議に関し違憲であると判断。かつ、右決議

に基づいて実施された２０１６年９月２５日の住

民投票についても、その結果を無効とすると

判決を下した。 

 

●ＢＨ高等司法検察評議会が、デベベツ新Ｂ

Ｈ裁判長を選出（１４日） 

 ＢＨ高等司法検察評議会は、クレソＢＨ裁判

所長（ボシュニャク系）の任期満了に伴い、デ

ベベツ同裁判所判事（少数民族出身）を新裁

判所長に選出。ボシュニャク系与党第一党の

ＳＤＡは、民族的割り当ての観点から新裁判

所長がボシュニャク系であるべきとして、右選

出に反発している。 

 

●ＢＨ憲法裁判所が、グラッソ新判事を任命

（１５日） 

 ２００４年から長年憲法裁判所判事を務めた

グルー国際判事（独）の定年退職に伴い、欧

州人権裁判所は、イタリア出身のグラッソ教授

を新国際判事に任命。同新判事は、１９９６－

２００３年にＢＨ人権委員会のメンバーであっ

た。 
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●ＢＨ議会において２０１７年度ＢＨ国家予算

可決、成立（１５日） 

 ＢＨ議会で両院において第一読及び第二読

を了し、予算案からの修正なしに、２０１７年度

国家予算が可決、成立した。成立した予算は

総額１９億６千万ＫＭ（約１０億２００万ユーロ）

で対前年比１４％増。 

 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦上院が２０１７年年度ＢＨ連邦予算

を可決し、同予算成立（２９日） 

 可決されたＢＨ連邦予算は総額２７億４，７０

０万ＫＭ（約１４億５００万ユーロ）で、対前年比

６％増。 

 ＢＨ連邦下院は２０日に同予算を採択した。 

 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ憲法裁判所によるボシュニャク系の民

族の死活的利益（ＶＮＩ）侵害の認定（６日） 

 ６日、ＲＳ憲法裁判所「民族の死活的利益（Ｖ

ＮＩ）」パネルは、９月２５日に行われたＲＳ住民

投票の結果に関するＲＳ国民議会決議等がＲ

Ｓ民族評議会の審議を経ずにＲＳ官報に掲載

されたことに関して、ボシュニャク系のＶＮＩの

侵害を認定した。 

 

●２０１７年度ＲＳ予算の可決、成立（２４日） 

 ２４日、ＲＳ国民議会は、ＲＳ政府提出の２０

１７年ＲＳ予算案を可決し、同予算が成立。成

立した予算は、総額３２億ＫＭ（約１６億３，６０

０万ユーロ）で、対前年比２．３％増。 

 

 

 

ウ ブルチュコ特別区 

●ブルチュコ特別区政府の発足（１４日） 

 ブルチュコ特別区議会は第二回会合を開催

し、特別区政府全１２部局のうち、９部局の長

を任命。また、副市長にドミッチ前市長（ＨＤＺ 

ＢｉＨ）が、特別区政府首席調整官にヤシャレ

ビッチ（ＳＤＡ）がそれぞれに就任して、ミリチェ

ビッチ新市長（ＳＮＳＤ）を長とする特別区政府

が発足した。 

 

 

２．外政 

（１）国際機関、フォーラム 

●ハーン欧州近隣政策・拡大担当欧州委員

による質問状の手交（９日） 

 ハーン欧州近隣政策・拡大担当欧州委員が

サラエボを訪問し、欧州委員会からＢＨ閣僚

評議会に対する３，２４２項目の質問から成る

質問状を、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会議長

に手交した。同質問状の前文には、「１７年５

月末までに受け取ることができれば有り難い

と思う。しかし、これは指標的な時間枠であっ

て、回答の内容は、提出の早さよりも重要で

ある」と記載されている。 

 

●ＢＨ・ＥＵ間の「安定化・連合協定（ＳＡＡ）の

調整に関する議定書」への署名（１５日） 

 １５日、ブラッセルにおいてＢＨとＥＵ間の「安

定化・連合協定（ＳＡＡ）の調整に関する議定

書」への署名が、ズビズディッチＢＨ閣僚評議

会議長、フィツォ・スロバキア首相（ＥＵ理事会

議長国、及びハーン欧州近隣政策・拡大担当

欧州委員によって行われた。同議定書は、１７

年２月１日から暫定的に適用され、今後、欧州
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議会及びＢＨ議会による批准手続が取られる。

また、同日付で、ＢＨからの一部農産品のＥＵ

への輸出に対する特権的措置が再開される

予定。 

 

 

（２）要人往来、国際会議等 

●シャリフ・パキスタン首相のＢＨ訪問（２１－

２２日） 

 シャリフ・パキスタン首相がＢＨを訪問し、ズ

ビズディッチ閣僚評議会議長及びＢＨ議会上

下院両院議長と会談した。会談では、両国間

の経済関係強化が主要なテーマとなり、今時

訪問に合わせて、両国の企業関係者によるビ

ジネスフォーラムも開催された。 

 

●イバニッチＢＨ大統領評議会議長のセルビ

ア訪問（２７－２８日） 

 イバニッチＢＨ大統領評議会議長がセルビ

アを訪問し、ブチッチ・セルビア首相と会談。両

首脳は、最近の両国及び西バルカン地域の

情勢や二国間関係について話し合い、両国間

の友好関係が地域の平和と経済発展のため

に不可欠であるとの点で意見が一致した。 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●オシム元サッカー日本代表監督に対する勲

章伝達式（７日） 

平成２８年秋の外国人叙勲で、旭日小綬章

を受章したイバン・オシム元サッカー日本代表

監督に対する勲章伝達式が日本大使公邸に

て行われ、インツコ上級代表、シャリッチ元サ

ラエボ県文化・スポーツ大臣、ベギッチＢＨサ

ッカー協会会長等が出席した。式典の様子は、

ＢＨの多くのメディアで報道された。 

 ３．経済 

（１）経済指標 

●ＧＤＰ成長率 

 ＢＨ統計局によると、１６年第三四半期は、

前年同時期と比較して、実質ＧＤＰ成長率は２．

４％となった。 

 

●工業生産高 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１１月の産

業生産高は、対前月比で、１．０％増加。 

 

●被雇用者数／失業者数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１０月のＢ

Ｈ全体の登録被雇用者数は７３５，９５９人。同

月の登録失業者数は５１２，４９６人で失業率

は４１．１％であった。 

 

●平均給与 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１０月のＢ

Ｈにおける平均給与（手取り）は８３７ＫＭ（約４

２８ユーロ）であった。 

 

●消費者物価指数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１１月の消

費者物価指数は平均で対前月比０．２％の増

加。 

 

●貿易額 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１月から１

１月のＢＨの輸出額は８５億８，４００万ＫＭ（約

４３億９，０８０万ユーロ）、輸入額は１４６億４，

２００万ＫＭ（約７４億８，９５０万ユーロ）であっ

た。 

・輸出相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら１１月）：①ドイツ（１３億７，０９９万ＫＭ／約７
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億０，１２７万ユーロ）、②イタリア（１０億３，４８

５万ＫＭ／約５億２，９３３万ユーロ）、③クロア

チア（８億８，９２９万ＫＭ／約４億５，４８８万ユ

ーロ）、④セルビア（７億３，９９３０万ＫＭ／約

３億７，８４８万ユーロ）、⑤ スロベニア（７億３，

８５５万ＫＭ／約３億７，７７７万ユーロ）参考：

日本（１１３万１，０００ＫＭ／約５７万８，０００

ユーロ） 

・輸入相手国上位５ヵ国（貿易額、１６年１月か

ら１１月）：①ドイツ（１８億９７８万ＫＭ／約９億

２，５７２万ユーロ）、②イタリア（１７億９５９万

ＫＭ／約８億７，４４７万ユーロ）、③セルビア

（１６億５，５５８万ＫＭ／約８億４，６８４万ユー

ロ）、④クロアチア（１４億５，６００万ＫＭ／約７

億４，４７６万ユーロ）、⑤中国（９億９，８１８万

ＫＭ／約５億１，０５万ユーロ） 参考：日本（８，

４５２万ＫＭ／約４，３２３万ユーロ） 

＊上記数値はいずれも原産国及び仕向国に

よる算出。 

 

●観光客数 

 ＢＨ統計局の発表によると、１６年１０月、Ｂ

Ｈにはのべ２０８，６２９人（うち日本からは１，

１０８人）の観光客が訪れた（注：宿泊を伴った

観光客の総計）。 

 

 

（２）経済政策、公的事業 

●ＥＵのＢＨ国防省に対する安全対策機材の

供与（１９日） 

 ＥＵのＢＨ国防省に対する総額４４１，０２５５

ユーロの安全対策機材ＢＨ供与に関する引渡

し式が、ビソコのＢＨ軍施設にて開催。これら

供与機材は、ビソコとデルベンタの軍倉庫施

設に設置される。 

 

●スウェーデンの世銀を通じたＢＨのゴミ処理

事業改善プロジェクトに対する支援（２３日） 

 世銀は、ＢＨのゴミ処理事業改善のための

技術協力プロジェクトに、スウェーデン国際開

発機構（ＳＩＤＡ）より二百万米ドルの拠出があ

った旨発表。本件技術協力は「スウェーデン

の対ＢＨ協力戦略２０１４－２０２０」及び「世界

銀行グループ国協調枠組２０１６－２０２０」に

位置づけられるもの。 

 

●ＢＨ連邦政府が２０１５年度外国直接投資に

関する報告書を承認（１日）。 

２０１５年のＢＨ連邦における投資総額４億

７千６百万ＫＭのうち、外国直接投資は３億７

千９百万ＫＭ。国別では、（１）クロアチア（１億

６，３７０万ＫＭ）、（２）ルクセンブルク（７，１１０

万ＫＭ）、（３）トルコ（６，２６０万ＫＭ） 

 

（了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


